
































出題 回答という手順があるパズルである。なぞの歴史は古く、 万葉集 に字謎が登
場している。たとえば 色二山上復有山者 という句があり、これを 色に出ば と読
ませることで意味が通るようになっている歌がある。ここでは 山上復有山 という言
葉を 出 と読むことによって歌がわかるようになっている。 山上復有山 は 山の





あった。清少納言の 枕草子 能因本 段には、貴族たちがなぞなぞ合わせを行う模
様が描かれ、 天に張り弓 というなぞが出されている。中世にも多くのなぞの資料が
ある。後奈良天皇（明応五（ ）年 弘治三（ ）年）が集めたなぞなぞ集の 後















（ 春の雪なぞづくし 明 ）
ランプとかけて旦那をとりまく幇間。心はともしてせきゆかい （ 新撰謎々合
明 ）
また中には とかけて と解く その心は の の部分しか載って
いないものもある。なぞかけと言えばどのようなものか、浸透していたと言うことであ
ろう。
【例】 おたづねもの 歯の欠けた下駄 油断しては歩けぬ （ 開花新撰なぞあは
せ 明 ）





ジャンルの言葉で作らなければならない なぞ である。 日本文学遊戯大全 では
“隠句”と称し、その説明を、 言外にある意味を含んだ俳句もしくは狂句を題とし











解 らくだ（楽だ）（ 貴女之友 第三十八号 ）
問 此家の割には地面高値なり （名将名一ツ）
解 家康（家安）（ 考物集 ）
問 怪しい料理屋を（青物三つ）
解 三つ葉。芋。茄子。（密売も為す）（ 新撰考え物大将 ）
問 薪取り里に出すにも都合良し （国の名三つ）

















第九 此景色を老人が見て 第八 此山に昔からけものが
いるといふが いるそふな










い人 、上から下へ あさくさくら前（浅草蔵前）、左上から右下へ あさくら山椒
（朝倉山椒） と読める。絵はそれほど難しいものではないが、 つの文を手掛かりに
一意に決まるようになっており、一応パズルとなっていると言えよう。











【図 一筆書（ ちゑの倉 ）】












【図 紙の切方（ 初学の栞 号 ）】













一人遊びの ハノイの塔 や ソリテア も一点ずつ見られた。また黒と白に分かれて
一列に並んだ碁石を、 個ずつ移動させ白黒交互にする問題が雑誌に 点見られた。
書籍・雑誌に見る明治期のパズル事情












【図 碁石並べ（ おもちゃ文庫 第 編 ）】














【図 穴くゞり考物（ 数学報知 号 ）】
【図 日清戦争絵当て物 （明治二十八年）】
三虎川を渡るの考案 （ 一解一笑知嚢 （明 ））、では親虎が 匹の小虎を連れて











件付き謎 冊、字探し 冊、地口落ち 冊、 する方法というハウツーもの 冊、絵






解き明かし と 心 が同じ頁に書いてあり、問題を見て答えを考えると言うもので
はなく、読んで楽しむもの、あるいは人に出題して遊ぶ本であったと考えられる。
条件付きなぞなぞ







































ている。智恵の板の書籍としては 幼稚智恵のみちひき 上巻 （飯島半十郎著、内田
正義発行、明治 年）のみであった。
数理パズル
全編数理パズルの本として 遊戯算術 （永井千寿郎、明治二十四（ ）年）が見
られた。 つの章から成り、第 章は迷路、碁石拾い、一筆書き、分割パズル、 ゲー
ムなどだが、 章以降は数学的なもので、数字当てや数字を作る問題、油分け算、百五







する法 する伝 というものを列挙した本が 冊見られた。内容は雑多
であるが、大別すると下記のに つのパターンに分けられる。
パズル的な問題









板の上に鶏卵を立てる伝 （ 御伽智恵競 ）
桶の中に玉子を納て鶏に孵す伝 （ 御伽智恵競 ）




解 藪医者の匙は何人の人間を殺してきたか知れない （ 頓知話考物 ）
迷信的な事柄













パズルが 問出題されている。また最後の 番目は数字当てなどの数字トリックが 題
出題されている。
新撰智慧ノ倉 （吉田喜代造 、栄新堂、明治二十五（ ）年）
なぞ、なぞかけ、字探し、絵探し、判じ絵が掲載されている。







学校家庭 遊戯全書 （中川重麗、少年園出版部、明治二十二（ ）年）












内外の書籍を編集し、約 点の遊びを掲載した大著。全 編の中の第 編が一人遊
びで、 つの章から成り 第 章 考案遊戯 は 節全 の項目がほぼすべてパズル的





















手品や奇術の本では する法 や する伝 などという名称で奇術が書かれ
ているが、中にはパズル的なトリックを用いるものがある。
魔術 上巻 （渋江保、博文館、明治二十六（ ）年）
つの編から成るが、第 章は 知恵競べ問題 として 後 家にて前家の前に在
る池を専占る方 や 十二枚の厚紙にて一箇の正方形を作る法 など、 の問題が出さ
れている。図形パズルやトリック的な問題である。
魔術 下巻 （渋江保、博文館、明治二十六（ ）年）






















































問 新聞とかけて 初嫁と 解 来るのを待つ
問 酒呑みの長居とかけて 庭の溜水 解 池（行け）とも云はれぬ
ちゑのあけぼの （福生社、週刊、明治十九（ ）年十一月 明治二十一
（ ）年一月）
時折問題が出されているが出題欄に題名はなく、ただ問題と以前の問題の回答が掲載
されている。また 号では 不思議の数 と題して、方眼紙を切って並べ替えると面積
が減少する図形のトリックを紹介している。
貴女之友 （東京教育社、月刊、明治 （ ）年 月 明治 （ ）年）













初学の栞 （萬春堂（ 号より枝折社）、月刊、明治二十一（ ）年八月 明治
二十二（ ）年一月）
児童向け学習雑誌。毎号 容易にして困難なる問題 と 考物 の つの欄がある。







生徒 （成章館、月刊、明治二十二（ ）年一月 明治二十三（ ）年四
月）
学生向け雑誌。 謎 知恵くらべ などの問題欄がある。多くは言語遊戯だが、パズ
ル的な問題として縮緬の裁ち合わせや男男男男男女女女女女と並んだ生徒を 人ずつ動
かして男女交互にするには、といった問題が出されている。
















少國民 （鳴皐書院、半月刊、明治二十二（ ）年 明治三十六（ ）年）
児童誌。ほぼ毎号 考物 と題した問題欄がある。
小国民 （不二出版、半月刊、明治二十二（ ）年七月 明治二十八（ ）
年十二月）
児童誌。毎号 考物 という読者投稿の問題が掲載されている。
問 骨は無くてその他の物ばかり二つある国 解 みかは（身と皮）
日本之少年 （博文館、半月刊、明二十二（ ）年 明治二十七（ ）年）
児童誌。ほぼ毎号 考物 という読者投稿の問題が掲載されている。
小学園 （小学園、半月刊、明治二十三（ ）年一月 三月）
児童誌。 号のみ 考物 という読者投稿の問題が掲載されている。
書籍・雑誌に見る明治期のパズル事情
わらんべ （同胞舎、月刊、明治二十三（ ）年ニ月 十月）
児童誌。余興と言う欄があり、探し字、探し絵、 考物 という読者投稿の問題が掲
載されている。考え物はほとんどなぞか条件付きなぞなぞである。
古今遊戯雑談 （遊戯雑談社、月刊、明治二十三（ ）年二月 十二月）
演芸などの娯楽誌。読者投稿の考物欄があり、なぞなぞ風の問題が出されている。












浮世珍聞 （後に 浮珍 と改題）（三成社、半月刊、明治二十三（ ）年六月
明治二十四（ ）年四月）
滑稽文芸投稿誌。考物新題として毎号複数問が出題されている。
問 元治の次の年号は （アルファベット つ） 解 （慶応）
問 だまして取った金 （国名 つ） 解 返さぬ気（甲斐、讃岐）











解 楼史は （蜂）から （蜜）を引くので 。老翁は 。




問 六十間は樹の名なり 解 銀杏 （一町）
問 紳士の娘は一に等しい 解 令嬢（ 乗）だから













幼年雑誌 （博文館、半月刊、明治二十四（ ）年一月 明治二十七（ ）
年十二月）






ばから誌 （馬鹿羅誌社、月刊、明治二十五（ ）年九月 十一月、 号で廃
刊）、
滑稽誌。考物新題という投稿覧があるが、すべて条件付きなぞであった。













問 勝利だとて日の丸風に（虫の名 ） 解 蛭、蛙（翻る）
問 鳥の名二ツにて獣の名となる 解 鵜、鷺（兎）
新少年 （新少年社、半月刊、明治二十九（ ）年一月 （明治三十（ ）
年一月 全 冊）
少年誌。 年だけ発刊。毎号、投稿による考え物を掲載している。
問 鳥に似て鳥にあらざる鳥ありその名如何。 回答 烏
魚で無い魚は何でありますか。 回答 鯡
また時折 算術遊戯 や 算術珍題 という欄で数学的な問題が出されている。第
三号では数当てが出されている。
人情世界 （日本館、旬刊、明治二十九（ ）年八月 明治三十四（ ）年）





















幼年世界 （博文館、月刊、明治三十三（ ）年一月 十二月、明治四十四
（ ）年 大正十二（ ）年）
児童誌。時折 考へ物 欄が掲載されている。
問 寺と言ふ字を尺に計れば何寸となれるや。 解 一尺一寸
今世少年 （春陽堂、半月刊、明治三十三（ ）年六月 明治三十四（ ）
年四月）
児童誌。一時期、絵探しと考え物が掲載されている。
問 熊火を投じて橙の木を焼く。（日本国名一） 解 能登
硯割れて二つとなる。（同上） 解 石見
山重なって雲に上に出づ。（同上） 解 出雲
少年界 （金港堂書籍、月刊、明治三十五（ ）年 明治四十四（ ）年）
少年誌。考え物という欄で問題が出されている。ほとんどなぞなぞと条件付きなぞな
ぞであるが、稀に数理パズル的な問題が出されている。
問 本の箸を並べて五個の四角形を作る。 本取って四角形 個にせよ。
少女界 （金港堂書籍、月刊、明治三十五（ ）年 不明）
少女誌。時折 考え物新題 という欄がある。なぞなぞ、条件付きなぞなぞ、判じ絵
などが出題されている。
















少女世界 （博文館、月刊、明治三十九（ ）年九月 昭和六（ ）年十
月）
少女誌。 考へ物 と 絵判じ のコーナーがある。




問 もう 時だよ それじゃあ （国の名二つ） 回答 根室甲斐
問 上より読めば大工道具、下より読めば国の名。 回答 鑿（美濃）
また雑学として、数当てや錯視といったパズル的な話題が掲載されている。
家庭お伽ばなし （春陽堂、月刊、明治四十（ ）年 明治四十三（ ）
年）
童話や読み物の本。当初は読み物だけだったが、 号より読者投稿の 考もの 欄が
掲載されている。なぞを中心とした言語遊戯が多いが、隠し絵なども出題されている。










実業少年 （博文館、月刊、明治四十一（ ）年一月 明治四十四（ ）年
六月）






少女の友 （実業之日本社、月刊、明治四十一（ ）年二月 昭和三十
（ ）年六月）
少女誌。問題の欄は無いが、記事として 数学遊戯 或る数が で割り切れるか見分
ける法 が第 号に掲載されている。










解 櫛（九 四 十三）
学生 （富山房、明治四十三（ ）年五月 大正七（ ）年五月）
毎号懸賞問題が出題されている。判じ絵などが掲載されている。
．まとめ
明治時代のパズルは言語遊戯が主であった。そしてその多くは なぞ や なぞな
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